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鴨川ふるさと会だより鴨川ふるさと会だより
─ 第27号 ── 第27号 ─

海辺エリアに新たな魅力海辺エリアに新たな魅力
商業施設が４月27日オープン商業施設が４月27日オープン

クラフト

ビールが

自慢 ‼

前
原
地
区
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト

前
原
地
区
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト

  

浜
焼
き
、直
売
、魚
介
メ
ニ
ュ
ー
が
ず
ら
り

浜
焼
き
、直
売
、魚
介
メ
ニ
ュ
ー
が
ず
ら
り

美
し
い
海
岸
線

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
も
充
実

　
令
和
５
年
４
月
に
前
原
地
区
鴨

川
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
後
背
地
の

魅
力
体
験
広
場
に
新
た
な
商
業
施

設
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｓ
Ｅ

Ａ
‐
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
　
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
体
験
広
場
は
、
前
原

横
渚
海
岸
周
辺
地
域
の
活
性
化
を

目
指
す
「
海
辺
の
魅
力
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
拠
点
で
、こ
れ
ま
で
、

ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ド
の
砂
浜
や
休
憩

施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
よ
い
よ
中
核
と
な
る
商
業
施
設

の
整
備
が
完
了
し
、
海
辺
エ
リ
ア

の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
商
業
施
設
の
建
設
・
整
備
は
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
さ

れ
た
民
間
事
業
者
が
行
っ
た
も
の

で
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
製
造
・

販
売
や
ベ
ー
カ
リ
ー
、
飲
食
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
２
階
建
て
の
施
設

と
、
地
元
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
魚
介
類
が
味
わ
え
る
浜
焼
き
、

直
売
な
ど
の
平
屋
の
施
設
で
構

成
。
海
辺
の
魅
力
を
活
か
し
た
商

業
施
設
と
し
て
、
鴨
川
な
ら
で
は

の
商
品
メ
ニ
ュ
ー
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
集
客
を
図
り
ま
す
。

　
施
設
の
あ
る
前
原
・
横
渚
海
岸

は
、
日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ
る

美
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、

海
岸
線
に
沿
っ
て
植
え
ら
れ
た
ヤ

シ
の
木
が
南
国
ム
ー
ド
を
醸
し
だ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
美
し
い
海
岸

の
景
色
と
、
肌
に
感
じ
る
潮
風
、

寄
せ
て
は
返
す
波
音
を
感
じ
な
が

ら
飲
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
同
海
岸
で
は
海
水
浴
の

ほ
か
、
サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
多
様
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
年
間
を
通
じ
て
来
訪
者

に
お
も
て
な
し
を
提
供
で
き
る
観

光
エ
リ
ア
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。

　
鴨
川
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
際

は
、
魅
力
体
験
広
場
へ
、
ぜ
ひ
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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長狭高校
創立百周年に

感謝

　

長
狭
高
校
で
は
、
令
和
４
年
10

月
29
日
に
創
立
百
周
年
記
念
式

典
が
開
か
れ
、
在
校
生
や
同
窓
会

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
が
出
席
し
百

周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
長
狭
地
域
に
中
等
教

育
機
関
を
設
け
よ
う
と
い
う
住
民

の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
大
正
11

年
に
地
元
町
村
の
組
合
立
長
狭
中

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
昭

和
３
年
に
は
県
に
移
管
さ
れ
県
立

長
狭
中
学
校
に
、
昭
和
23
年
に
学

制
改
革
に
よ
り
県
立
長
狭
高
等
学

校
と
改
称
し
ま
し
た
。
開
校
当
初

は
神
蔵
寺
を
仮
校
舎
と
し
、
翌
年

に
隣
地
の
旧
鴨
川
中
学
校
の
敷
地

に
校
舎
を
建
設
。
そ
の
後
に
手
狭

と
な
っ
た
た
め
、
昭
和
40
年
に
現

在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
初
め
に
校
旗
が
入

場
。
山
口
健
一
校
長
の
式
辞
、
実
行

委
員
会
委
員
長
の
長
谷
川
孝
夫
鴨

川
市
長
、
生
徒
代
表
の
稲
葉
友
花

さ
ん
（
３
年
）
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
校
歌

や
第
二
学
生
歌
の
斉
唱
、
フ
レ
フ

レ
長
狭
の
エ
ー
ル
交
換
な
ど
で
母

校
を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

　

長
谷
川
市
長
は
「
三
大
綱
領
の

誠
実
、
勤
倹
、
高
潔
の
精
神
が
連
綿

と
紡
が
れ
、
優
秀
な
卒
業
生
を
輩

出
し
て
き
た
こ
と
は
、
同
窓
の
一

人
と
し
て
誇
ら
し
い
。
在
校
生
を

は
じ
め
関
係
者
の
今
後
益
々
の

飛
躍
を
期
待
す
る
」
、
稲
葉
さ
ん

は
「
地
域
に
根
差
し
た
高
校
と
し

て
、
先
輩
た
ち
が
積
み
重
ね
て
き

た
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
か
ら
こ
そ

私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て

い
る
。
先
輩
た
ち
の
教
え
を
胸
に

刻
み
、
101
年
目
に
向
け
歩
ん
で
い

く
」
と
100
年
に
わ
た
る
歴
史
の
振

り
返
り
と
新
た
な
門
出
に
向
け
た

抱
負
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
在
校
生
の
角
野
由

佳
さ
ん
（
３
年
）
が
「SDGs

〝The 

Next 

100
〟
」
を
題
材
に
英
語
ス

ピ
ー
チ
、
令
和
３
年
度
卒
業
生
の

菊
池
武
留
さ
ん
が
ホ
ル
ン
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
卒
業

生
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
鷹
松
李
奈

さ
ん
や
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
奏
者
の

百
周
年
の
節
目
を
祝
う

百
周
年
の
節
目
を
祝
う

同
窓
会
員
を
招
き
記
念
式
典

同
窓
会
員
を
招
き
記
念
式
典

住
民
の
熱
意
が
実
を
結
ぶ

住
民
の
熱
意
が
実
を
結
ぶ

開
校
の
地
は
神
蔵
寺

開
校
の
地
は
神
蔵
寺

新
た
な
門
出
を
お
祝
い

新
た
な
門
出
を
お
祝
い

コ
ン
サ
ー
ト
が
花
を
添
え
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
花
を
添
え
る

警察音楽隊の音色が響く警察音楽隊の音色が響く

吉
田
え
り
さ
ん
な
ど
に
よ
る
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
会
が
行
わ
れ
創
立
百
周
年
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　

↓　

旧
鴨
川
中
学
校
（
現
亀
田
医

療
大
学
）
に
あ
っ
た
旧
校
舎
、
校
舎

右
の
大
き
な
屋
根
の
建
物
が
神
蔵

寺
。

　

権
現
橋
が
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和

36
年
６
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
流

失
し
た
後
の
写
真
。
写
真
下
の
見

切
れ
て
い
る
部
分
に
仮
設
の
橋
が

造
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
37
年
に
は
現
在
の
権
現
橋

が
架
設
さ
れ
た
こ
と
、
昭
和
38
年

に
は
生
徒
数
の
急
増
に
対
応
す
る

た
め
、
校
庭
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭

和
36
年
後
半
ご
ろ
に
撮
影
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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１
月
23
日
（
月
）
、
市
内
の
３
中

学
校
の
代
表
が
参
加
し
た
「
中
学

生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」
が
、
市
議
会

議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
聴

く
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
市
政

へ
の
関
心
や
郷
土
愛
を
も
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
意
見
を
今
後
の

市
政
運
営
に
生
か
す
た
め
開
催
し

鴨
川
市
の
将
来
を
考
え
る

　

中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
を
開
催

ま
ち
づ
く
り
の

ア
イ
デ
ア
を

 

中
学
生
目
線
で
提
案

議
長
、議
員
役
に

分
か
れ

　

堂
々
と
市
長
に
質
問

中
学
生
議
員
の

　
　
　
　
　

提
案
・
質
問

た
も
の
で
す
。

　

各
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
11
人

が
議
長
と
議
員
を
務
め
、
市
議
会

と
同
じ
よ
う
に
進
行
。
市
執
行
部

に
対
し
、
日
ご
ろ
疑
問
に
感
じ
て

い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
な
ど
、
中
学
生
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
質
問
や
提
案

を
投
げ
か
け
ま
し
た

　

当
日
、
議
長
を
務
め
た
の
は
、
鴨

川
中
学
校
２
年
生
の
豊
嶋
晟
奈
さ

ん
で
、
そ
の
他
の
10
人
は
議
員
と

し
て
議
席
へ
着
席
し
ま
し
た
。

　

執
行
部
側
に
は
三
役
の
ほ
か
、

佐
々
木
久
之
市
議
会
議
長
、
議
会

事
務
局
長
や
質
問
に
関
係
す
る
部

長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
議

長
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
２

人
１
組
で
登
壇
。
議
長
の
進
行
の

下
、
堂
々
と
し
た
様
子
で
、
質
問
や

提
案
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質

問
・
提
案
に
関
す
る
市
長
や
教
育

長
の
答
弁
を
、
真
剣
な
表
情
で
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
長
谷
川
市
長
は
「
皆

さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、「
将

来
、
鴨
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

▼
山
﨑
温
仁
（
長
狭
中
２
年
）

　

・
鴨
川
市
へ
の
移
住
・
定
住

▼
笹
生
由
愛
（
長
狭
中
２
年
）

　

・�

給
食
の
残
飯
を
な
く
す
た
め

に

▼
渡
邉
橙
瑚
（
鴨
川
中
２
年
）

　

・
鴨
川
市
の
医
療
費

▼
山
田
悠
生
（
鴨
川
中
２
年
）

　

・�

ス
ポ
ー
ツ
複
合
施
設
の
設
備

と
誘
致

▼
森
吉
康
太
（
安
房
東
中
２
年
）

　

・
鴨
川
市
の
活
性
化

▼
髙
木
寛
介
（
安
房
東
中
２
年
）

　

・
今
後
の
安
房
東
中
学
校

▼
鈴
木
碧
人
（
鴨
川
中
２
年
）

　

・
鴨
川
市
の
高
速
道
路
の
整
備

▼
石
塚 

光
（
鴨
川
中
２
年
）

　

・
曽
呂
地
区
の
交
通
手
段

▼
安
室　

悠
生
（
鴨
川
中
１
年
）

　

・�

鴨
川
中
学
校
特
別
棟
の
エ
ア

コ
ン
設
置

▼
山
本
陽
菜
（
鴨
川
中
１
年
）

　

・�

学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の

取
組
と
割
合

野球や駅伝などの強豪校も
約４８００人が鴨川でスポーツ合宿

　春の訪れが一足早い鴨川市では、 ２、 ３月の春

休み期間に、 温暖な気候と運動施設を求めて、

県内外から多くの高校生や大学生をはじめ、 さ

まざまなスポーツ団体が、 合宿に訪れました。

　今年の春の選抜高校野球大会に出場した東北

高校をはじめ、 聖光学院高校や法政大学、 明治

学院大学などの野球部９団体、 早稲田大学、 市

立船橋高校などの陸上競技の４団体、 学習院

大学男子 ・ 女子ソフトボールの２団体など、 約

４８００人が利用しました。

　東北高校の佐藤監督は 「仙台は積雪、 一方、

鴨川は菜の花が咲いている。 温かい環境で、 し

かも人工芝の室内でも練習ができる。 ぜひ、 鴨

川での練習の成果を甲子園で発揮したい」 と話

していました。
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日
本
最
大
級
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

 
「バ
ス
タ
東
京
八
重
洲
」

　
　
　

第
一
期
オ
ー
プ
ン

農水省の農水省の「つなぐ棚田遺産」「つなぐ棚田遺産」にに
大山千枚田と川代の

棚田の２地区が選定

　

日
東
バ
ス
や
京
成
バ
ス
な
ど
の

千
葉
県
方
面
へ
の
路
線
全
５
便
が

Ｂ
Ｔ
Ｙ
へ
移
行
し
た
こ
と
で
、
ロ

　

八
重
洲
南
口
（
地
上
）
を
出
て
、

八
重
洲
地
下
街
へ
向
か
い
、「
八
重

洲
地
下
街
」
を
直
進
し
、
突
き
当
り

を
右
に
進
む
と
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

入
口
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
乗
り
場

は
地
下
２
階
で
す
。

　

八
重
洲
南
口
か
ら
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
ま
で
は
、
徒
歩
で
５
分
程
度

で
す
。

　

曲
が
る
の
は
１
回
だ
け
で
す
。

　

再
開
発
に
よ
り
、
商
業
施
設
や

高
級
ホ
テ
ル
な
ど
が
入
居
す
る

「
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
八
重
洲
」

の
地
下
に
Ｂ
Ｔ
Ｙ
（
第
一
期
）
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
で
、
京
橋
、
銀
座
や

日
本
橋
方
面
と
の
回
遊
性
も
高
ま

り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

昨
年
９
月
17
日
（
土
）
、
東
京
駅

前
に
「
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
東
京
八

重
洲
」（
以
下
、「
Ｂ
Ｔ
Ｙ
」
）
が
開
業

し
ま
し
た
。

　

２
０
２
８
年
度
の
全
面
開
業
に

向
け
３
回
に
分
け
順
次
開
業
し
、

今
回
は
、
第
一
期
開
業
に
当
た
り

ま
す
。

　

全
面
開
業
す
る
と
、
専
有
床
面

積
約
２
万
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
、
乗
降
用
20
バ
ー
ス
、
待
機
用
８

バ
ー
ス
を
備
え
る
、
高
速
バ
ス
中

心
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
は

国
内
最
大
級
の
規
模
に
な
る
予
定

で
す
。

　

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
第
一
期
エ

リ
ア
は
、
乗
降
用
に
６
つ
、
待
機

用
に
３
つ
の
バ
ー
ス
と
、
発
券
窓

口
、
待
合
ロ
ビ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。

千
葉
方
面
の
全
路
線
が
Ｂ
Ｔ
Ｙ
へ
移
行

Ｂ
Ｔ
Ｙ
ま
で
は
地
下
街
を
通
っ
て

徒
歩
５
分
程
度

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め
る

ビ
ー
で
バ
ス
を
待
て
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

鴨
川
方
面
の
バ
ス
は
、
お
よ
そ

１
時
間
に
１
本
の
割
合
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　農林水産省は 「ポスト日本の棚田百選」 として、 全国の優良な棚田 271 地区を 「つなぐ棚田遺産～ふるさとの誇り

を未来へ～」 に選定しました。

　安房地域からは、 本市の大山千枚田と、 川代柿ノ木代棚田が選ばれました。 千葉県内では同２地区のみで、 棚田を

核とした地域振興の取り組みが評価されました。

　同省は平成２年、 担い手の減少、 耕作者の高齢化などで、 地元農家だけでは棚田保全が難しくなっている実情を背

景に、 優れた棚田 134 地区を 「日本の棚田百選」 に認定。 構造改革特区の棚田特区、 保全活動に取り組む地域を

支援する棚田地域振興法などで後押ししてきました。 百選認定から 20 年以上が経過したことと、 棚田オーナー制度

をはじめとする様々な取り組みが全国で広がったことから、 改めて優良な棚田を評価し、 多面的な機能を国民に知って

もらおうと、 「つなぐ棚田遺産」 を選定したものです。

　大山千枚田は、 平成９年設立の大山千枚田保存会 （石田三示理事長） の下、 米づくりを体験できる棚田オーナー制

度をはじめ、 古民家レストランでの地場農産物の販売、 地域の食文化の普及など、 多彩な活動を展開。 都市部の住

民から人気を集め、 年間３万人以上が来訪しており、 「日本の棚田百選」 にも認定されました。

　「つなぐ棚田では、 300 に近い棚田の保全が評価された。 百選や、 地域の活動によって、 全国で棚田保全への注目

が高まっている証しだと思う。 認定を機に、 さらに活動に力を入れていきたい」 と石田理事長。

　川代柿ノ木代棚田は、 川代集落 （庄司祐輔代表） が棚

田オーナー制度や、 刈り入れ後の収穫祭などを実施。 ま

た、 スポーツを通した地域活性化に取り組んでいる 「ウェ

ルネスポーツ鴨川」 と連携し、 草刈りをスポーツと捉え

て楽しむイベント 「ＢＯＳＯ草刈りサミット」 や、 田植え前

の棚田で泥遊びを楽しむ 「どろりんピック」 などの催しに、

会場を提供しています。

　庄司代表は、 「認定を受けたことは、 名誉であると同時

に、 プレッシャーも感じている。 賞に恥じないよう、 これ

からも地域振興に励みたい」 と背筋を伸ばしていました。


